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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
（
計
３
回
・
任
意
接
種
）
に

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
３
月
以

降
、
ワ
ク
チ
ン
の
急
速
な
需
要
の

増
加
に
伴
う
供
給
不
足
に
よ
り
、

接
種
を
お
待
ち
い
た
だ
き
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
ワ
ク
チ
ン
の
一
定

の
供
給
量
が
確
保
で
き
た
こ
と
か

ら
、
高
校
２
年
生
相
当
の
女
子
の

方
の
う
ち
、
平
成
22
年
度
中
に
１

回
目
の
接
種
を
行
っ
て
い
な
い
方

を
対
象
に
、
接
種
を
再
開
し
ま
し

た
。

高
校
２
年
生
相
当
の
女
子
の
方

（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
、
１
回

目
の
接
種
を
行
っ
て
い
な
い
方

　　
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
既
に

送
付
し
て
あ
り
ま
す
予
診
票
・
接

種
済
証
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
保

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

一
部
再
開
し
ま
し
た

　

熱
中
症
と
は

○
高
温
多
湿
な
環
境
の
中
で
、
体

内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
り
、
体
温
調
整
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ

り
、
体
内
に
熱
が
た
ま
り
、
筋

肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ
ら
に

は
吐
き
気
や
倦け

ん
た
い怠

感
な
ど
の
症

状
が
現
れ
、
重
症
の
場
合
は
意

識
障
害
な
ど
を
起
し
ま
す
。

○
気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高
い
な

ど
の
環
境
条
件
と
、
体
調
が
良

く
な
い
、
暑
さ
に
体
が
ま
だ
慣

れ
て
い
な
い
な
ど
の
個
人
の
体

調
に
よ
る
影
響
と
が
組
み
合
わ

さ
る
こ
と
に
よ
り
、
熱
中
症
の

発
症
が
高
ま
り
ま
す
。

○
屋
外
で
活
動
し
て
い
る
と
き
だ

け
で
な
く
、
就
寝
中
な
ど
室
内

で
熱
中
症
を
発
症
し
、
救
急
搬

送
さ
れ
た
り
、
不
幸
に
も
亡
く

な
ら
れ
た
り
す
る
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
の
予
防
法

　
熱
中
症
の
予
防
に
は
、
「
水
分

補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け
る
こ

と
」
が
大
切
で
す
！

《
水
分
・
塩
分
の
補
給
》

○
小
ま
め
に
水
分
・
塩
分
補
給

（
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て

も
、
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ

う
）

《
体
調
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
》

○
小
ま
め
に
体
温
測
定

　
（
特
に
体
温
調
整
が
十
分
で
な

い
高
齢
者
、
子
ど
も
な
ど
）

○
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル

な
ど
に
よ
る
体
の
冷
却

　
（
無
理
を
し
て
エ
ア
コ
ン
や
扇

風
機
を
使
わ
な
い
と
体
調
を
崩

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

《
外
出
時
の
準
備
》

○
日
傘
や
帽
子
の
着
用

○
日
陰
の
利
用
、
小
ま
め
な
休
憩

○
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾

の
衣
服
着
用

　

熱
中
症
の
対
処
法

○
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

○
衣
服
を
脱
が
せ
、
体
を
冷
や
す

○
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

　

自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、
意
識

が
な
い
場
合
は
、
直
ち
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
づ
く
り
課
健
康
管
理
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

医療機関名 住　所 電話番号

すずきレディス
クリニック 岩船352番地１ （２４）７８８７

保倉医院 小田中210番地２ （２２）５０００

北信総合病院 西一丁目５番63号 （２２）２１５１

飯田医院 中野1650番地３ （２２）２６５３

市川内科医院 三好町一丁目２番10号（２２）３３６６

今井こども医院 岩船161番地13 （２４）７７５５

小田切医院 中央三丁目４番16号 （２２）３０５４

佐藤病院 上今井601番地 （３８）３３１１

護
者
同
伴
で
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
接
種
間
隔
が
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年

度
内
に
接
種
が
完
了
で
き
る
よ

う
、
平
成
23
年
９
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
必
ず
１
回
目
の
接
種
を
終

え
て
く
だ
さ
い
。

 
10
月
１
日
以
降
に
１
回
目
の
接

種
を
さ
れ
た
方
は
、
助
成
対
象
者

（
自
己
負
担
な
し
）
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

中
学
校
１
年
生
〜
高
校
１
年
生
相

当
の
女
子
の
方
（
平
成
７
年
４
月

２
日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）

　　
必
要
な
供
給
量
の
確
保
が
で
き

次
第
、
あ
ら
た
め
て
再
開
の
通
知

お
よ
び
予
診
票
な
ど
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
医
療
機
関

　　
平
成
23
年
度
か
ら
、
市
外
の
医

療
機
関
（
一
部
）
で
の
接
種
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
接
種
可
能
な

市
外
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
健

康
づ
く
り
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
づ
く
り
課
健
康
管
理
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

　
７
月
は
、
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
「
青

少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県

民
運
動
強
化
月
間
」
で
す
。

大
人
が〝
見
守
る
〞

　
地
域
で〝
は
ぐ
く
む
〞

愛
の
声
か
け
運
動

　〝
青
少
年
は
地
域
社
会
か
ら
は
ぐ

く
む
〞
〝
誰
も
が
自
然
に
声
か
け

で
き
る
社
会
〞
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
の
大
人
が
青
少
年
一
人

一
人
に
対
し
て
温
か
な
ま
な
ざ
し

を
向
け
、
声
を
か
け
る
『
愛
の
声

か
け
運
動
』
の
実
践
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

〝
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変

　
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
も
の
で
、
今
年
で
61
回
目
に
な

り
ま
す
。
今
年
も
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
強
調
月
間
」
で
あ
る

７
月
を
中
心
に
、
更
生
保
護
へ
の

理
解
と
協
力
を
訴
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
特
に

期
間
中
は
、
保
護
司
会
を
中
心
に
、

更
生
保
護
女
性
会
そ
の
他
の
団
体

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
各
地
で
広

報
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
各

区
を
通
じ
て
１
戸
当
た
り
30
円
の

資
金
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
内
中

学
校
・
高
等
学
校
な
ど
で
啓
発
物

の
配
布
の
ほ
か
、
更
生
保
護
施
設

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

「
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県
民
運
動
強
化
月
間
」

７月は

▲昨年の青少年一斉啓発活動の様子▲

わ
る
〞
ま
ず
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

有
害
情
報
か
ら
子
ど
も
を
守
る

　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
青
少
年
に

と
っ
て
有
害
な
情
報
が
含
ま
れ
る

サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
有
害
情
報
の
悪
影
響
や
、
こ
れ

に
伴
う
犯
罪
・
被
害
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
環
境
を
整
え
る
（
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
、

子
ど
も
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
郷
土
の
未
来
を
担
う
青
少
年
が

心
豊
か
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い

く
こ
と
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　
こ
の
月
間
を
機
会
に
、
青
少
年

の
非
行
・
被
害
防
止
と
健
全
育

成
、
ま
た
、
青
少
年
に
と
っ
て
有

害
な
社
会
環
境
を
、
あ
ら
た
め
て

大
人
の
視
点
か
ら
見
つ
め
直
し
、

安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

市
役
所
子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
３
５
７
）

犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
の
た
め
に

　市では、少年の非行防止について、青少
年補導関係の機関（教育・行政・警察）およ
び団体が中心となり、市民の参加を得て、
少年の非行防止活動をより効果的に推進す
るための活動拠点である少年育成センター
を設置しています。
　中野市少年育成委員は各地区などから選
出された80人からなり、市長の委嘱を受
け、３年の任期で活動します。
　活動内容は、街頭補導活動、少年相談活
動、環境浄化活動などで、問題少年の早期
発見と早期補導活動による健全な育成の推
進を図っています。
　今後、強調月間に合わせて、祭事が行わ
れている市街地の巡回活動や、青少年健全
育成協力店の協力要請活動などを実施して
いきます。

市少年育成委員の活動

へ
の
慰
問
、
研
修
な
ど
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
、
こ
の
運
動
に

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


